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1.は じめに

これまで、臨床医学関係の教科書の冒頭に

は、患者の診療に当たり、医師自らを戒める

言葉として “ヒポクラテスの誓い "の記載さ

れることが多かった。現在、“医の倫理 "に

基づいて医療を行うべ きことが強調されてい

る
1)が

、ここに述べ られているのは“医の

倫理綱領 "に 関する広い範囲のことである。

“ヒポクラテスの誓い "で は、医師が患者の

立場を尊重 しつつ、患者や家族に接するあ

り方や、診療行為における医師の心掛けと、

例として幾つかの診療行為のあり方について

述べ られている。“ヒポクラテスの誓い "を

守 りながらも、起きてしまった医療事故に対

する訴訟などよりも前の段階のことである

が、医療費に係わる社会的共通資本
2)に

触

れる内容も少 し含まれている。

2.“ ヒポクラテスの誓い "

ヒポクラテス Hippocrates(BC460-370)

はギリシャ (エーゲ海)の コス島で医師ヘラ

クレイデスの息子 として生まれ、当時、医学

の中心地の一つであるこの地で医師となっ

新潟大学 名誉教授 武 藤 輝
一

た。紀元前300年少 し前、アレクサンドリア

の大博物館の図書館にあったものと現在のヒ

ポクラテス全集 Corpus Hippocraticumと ほ

ぼ同じものであると言われ、この全集はヒポ

クラテスのほか、ギリシャ医学のコス派、ク

ニ ドス派の両派の人達により大成されたと言

われている。この大冊の邦訳書としては、今

裕先生によるもの 3)と
小川鼎三先生ほか

によるもの 4)と
がぁるが、後者の方が国語

体の文章であり分か りやすいので、こちらの

ものを記載させて頂 く。

「誓い」

『医神アポロン、アスクレピオス、ヒュギ

エイア、パナケイア、及び総ての男神・女神

たちの御照覧を仰ぎ、次の誓いと師弟誓約書

の履行を、私は自分の能力 と判断の及ぶ限り

全うすることを誓います。

この術を私に授けていただいた先生に対す

るときは、両親に対すると同様にし、共同生

活者となり、何かが必要であれば私のものを

分け、また先生の子息たちは兄弟同様に扱

い、彼らが学習することを望むならば、報酬

も師弟誓約書もとることなく教えます。また
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医師の心得、講義そのほかすべての学習事項

を伝授する対象は、私の息子と、先生の息子

と、医師の掟てに従い師弟誓約書を書き誓い

を立てた門下生に限ることにし、彼ら以外の

誰にも伝授は致しません。

養生治療を施すに当たっては能力と判断の

及ぶかぎり患者の利益になることを考え、危

害を加えたり不正を行う目的で治療すること

はいたしません。

また求められても、致死薬を与えることは

せず、そういう助言も致しません。同様に婦

人に対 し堕胎用のペッサリー*を
与えること

もいたしません。私の生活と術 ともに清浄か

つ敬虔に守 りとおします。

結石患者に対 しては、決して切開手術は行

わず、それを専門の業とする人に任せます。

また、どの家にはいって行 くにせよ、すべ

ては患者の利益になることを考え、どんな意

図的不正も害悪も加えません。とくに、男と

女、自由人と奴隷のいかんをとわず、彼らの

肉体に対 して情欲をみたすことはいたしま

せん。

治療のとき、また治療 しないときも、人々

の生活に関して見聞きすることで、およそ口

外すべ きでないものは、それを秘密事項と考

え、日を閉ざすことにいたします。

以上の誓いを私が全うしこれを犯すことが

ないならば、すべての人々から永 く名声を博

し、生活と術のうえでの実 りが得 られますよ

うに。 しかし誓いから道を踏みはずし偽誓な

どすることがあれば、逆の報いを受けますよ

うに。』

以上がいわゅる “ヒポクラテスの誓い "

である。今か ら二千数百年 も前で、奴隷 と

いう差別などもあった時代の表現であり、現

医師への戒めの言葉

代の表現に比べ違和感をおぼえるところがあ

るかもしれないが、意味するところはご理解

頂けるものと思う。文中の堕胎用ペッサリ

ー*は
今 裕先生の訳書では堕胎用器具と書

かれている。この頃には既に堕胎用の薬剤

も使用されていたようであり、器具のみな

らず薬剤も含めて考えてよいのであろう。

3。 “善い医師 "

恩師中田瑞穂先生は、先輩の大槻菊男先生

(当 時の東京大学第一外科教授)のお奨めを

受けて著書 “外科今昔 "5)を 出版された。そ

の書の“善い外科医"の章の中に、

『……手術が必要な限り外科というものに

は善い外科医の存在が必須の条件であろう。

これは古今東西に通用することと思う。我欲

をおさえ善意に徹するということは、必ずし

も容易とは思わないが、外科医こそこの善意

が一番大切である。それに徹する努力は少な

くとも忘れてはならない。……。』

とある。“善い "と いう言葉の中には“人の

為になる "“ 優れた "“ 正 しい "“ 人の道に叶

う"と いう意味が含まれている。外科医に向

けた書であることから、これらの意味を含め

て“善い外科医 "で あるよう心掛けることを

奨められたのである。この心掛けは外科医だ

けではなく、総ての医師の心掛けとなるもの

であり、私達医師は常に“善い医師"である

よう心掛け、努力しなければならないものと

思っている。

4。  おわりに

昨年、学会で“ヒポクラテスの誓い "につ

いてお話した後、この誓いやその出典につい

てお尋ね頂くことが多かった。本稿では、主

として“ヒポクラテスの誓い "についてご紹
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介申し上げ、これに関連 し、

ついて触れさせて頂いた。

幸いである。
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